
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（９月２２日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

岩崎祥誉

行司伝道師
西山秀平
a佐々木亜弥
永井比和子
高橋奈津江
李  雋英
山本麻美
行司伝道師
加藤優子
全本みどり
岩崎雅弘
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　忙しいとは心を亡くすことを指す。私はいつ
も口ぐせで忙しいといっている。これが私の日
常に巣くっています。だから私は神様の鼓動、
神様の細い声が聞こえなくなっているじゃない
かと思っている。
　そんな時、私の尊敬する北野先生が教会に来
られ、そのメッセージの中で忙しいという言葉
を使わないように決めたという話しをしてい
た。本当は忙しいが「たっぷり時間があるから
座りなさい」と言って自分に言い聞かせながら、
きっとイエス様もそうだったのだろうなぁと思
いながらあなたのためには時間を取りますよと
言われていたことが心に残りました。私も忙し
いという思いを捨てて、周りの人のために時間
を取っていこうと思いました。

「神のなさることは、すべて時にかなって美し
い。神はまた、人の心に永遠を与えられた。し
かし人は、神が行われるみわざを、初めから終
わりまで見きわめることができない。（伝道者
の書３：１１）」

 民４～１０　水7金９

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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（ ２０１９年９月８日 ）
（要約者：富岡　美千男）

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

洗礼式
in 渋川海岸

黙示録　福澤師

民数記に入りました。民数記は、モーセ五書の第
４番目の書です。ユダヤ人の伝統においては、1：
1の一句から「荒野において」と称されています。
日本語訳の名称「民数記」は、70人訳聖書のタイ
トル「数」に従ったもので、２度にわたる人口調
査の記事に注目しています。これは英語訳、中国
語訳なども同様です。民数記には、創世記に述べ
られるイスラエル先史時代と族長時代、及び出エ
ジプト記の歴史と生活規定を前提としながら、レ
ビ記と共に、その民が社会的、宗教的に整えられ
ていく次第が述べられています。地理的には、神
との契約が結ばれたシナイ山から旅を始め、カデ
シュ・バルネアに至り、更に 38年間の荒野生活
を経て、ヨルダン川の東岸に到着するまでの過程
の中での出来事になっています。注目する点とし
てこの期間の不信仰で反抗的な民の姿と、それに
対する神の誠実さと忍耐です。約束の地カナンを
目指したイスラエルの民にとってこの時期は、信
仰的な教育と訓練の機会になりました。この書の
目的を知ると通読がしやすくなってくるかと思い
ます。

牧　一穂　牧師
平澤一浩

西嵜芳栄
泉水　浩
a小根久保麻由美

　１日　淺野愛可
　　　　新開　彩
　２日　那須陽子
　　　　眞砂永一
　　　　小根久保麻由美

　３日　青木容子
　８日　藤原友規子
　　　　佐藤仁実
１３日　牧希穂乃
１４日　リンダゲイ

１６日　岩崎晃輝
１７日　小林　茂
　　　　丸井克己
１９日　富岡　牧
　　　　富岡千秋

２０日　楢村紗英
　　　　澤口明子
　　　　ワールニー
２５日　永井千愛
２７日　西嵜達也

２９日　泉水京子

９月の誕生者
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ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

金森　清子

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　鰯 ( イワシ ) は字のごとく弱い魚です。船の生簀の中では生きるこ
とができません。しかし、生かす方法があります。同じ生簀の中にナ
マズ等敵を一緒に入れてあげることによって鰯は自分を守らないとい
けないので、一生懸命生きようとします。酸素が足りないとか、水温
が高いとか、問題を乗り越えて生き続けるのです。このことを覚えた
時私達の人生はこのようなものです。この地にあって悪しき者が人間
を誘惑して私達の人生が狂ってしまったわけでそんな人生に疑問を投
げかけます。神様がいるならこの問題をとって解決してくれないのか
と。しかし、それは私達が天国に帰るまでに救いを保つ為であるのが
良く分かります。神様が造った被造物を見るときに私達のあり方を考
えます。ストレスがないと人は生きることができません。元々はそん
なふうに造られてはいませんでしたが今日の私達は外的要因に影響を
受けるときある人はそれで負けてしまいますし、ある人はその事を通
して自らが正しく生きる決意をしていきます。ローマ書はそのような
事をいつも確認するべきだと伝えています。

　パラドッグスとは矛盾である。30 節のみ言葉は矛盾から始まりま
す。「では、どういうことになりますか。義を追い求めなかった異邦
人は義を得ました。」義を追い求めた民が義を得ましたなら分かりま
すが、ところがこの文章は義を求めなかった人に義が与えられたと書
いています。信仰による義は行いや義を追い求めることによって得ら
れるものではありません。日本は法治国家だからルールを守って生き
ています。ルールを守っていない事が悪だと思いますから守ってない
人が悪とするわけです。すると結果人は悪に対して自ら義を行ってい
る事を誇るわけです。あなたは義を追い求めてはいませんか？日本に
生きていると非常に厳しいです。義を追い求めてしまいます。自分は
正しいと思っています。イスラエルの民は義を追い求めましたが義の
律法を追い求めながらその律法に到達しなかったと書いています。正
しい事を行えば義とされるという考え方を異邦人はもっておらず、ユ
ダヤ人達は律法をもっていて規律があり規律を行えば義を得ると思っ
ていました。義とは義認の事であり、正しいことを行えば義人だと自
分がいうのではなく、義認とは誰かがあなたを義としますと言ってい
ます。それは裁判官のような存在です。神との正しい関係に置かれる
ことで初めて神様が義と認めると言っています。そして異邦人が義を
得てしまいました。ユダヤ人は義を得ませんでした。今日まで義と認
められていません。このままでは救われませんから彼らの為に祈らな
ければなりません。それは信仰によって得られると言っています。人
は、信仰により、恵みによって、救われると書かれています。神が罪
人を受け入れる方法は律法の行いではなく、正しい事を行えば救われ
るわけではありません。神はご自身と罪人との間に橋をかけ救いの道
を用意されました。これが十字架です。人々はあちらの岸に渡る方法
は持っていません。だから、イエス様が十字架の橋をかけました。救
いの道を信仰によって受け入れる事が義認の方法であります。救いの
道が、そこに橋があると信じようとすることが信仰であると言ってい
ます。信仰とは信じることを迎え入れようとすることです。自らの心
の中で自分は正しくないけど信じようとする心があれば義と認められ
ると言っています。それは、行いによって達成することが出来ないか
らです。私達はルールを持っています。神様はカイザルの物はカイザ
ルに返し、神の物は神に返せと言っています。私達の社会の中でその
ルールを守るということは愛の為に必要です。しかし私達は自分が正
しい者と伝える為にルールを守っています。だから、世界の国を見た
時守っていない国に対してナンセンスだと思うのです。聖書は異邦人
でルールがない人の方が救われていると矛盾を言っています。聖書が
人々に律法を与えたのはあなたが律法を守ろうと努力する為でなく律
法の中で罪人だと理解するためです。正しい事を行おうとしても正し
いことなど出来ません。ローマ書にも書かれています。人は正しいと
願うことができず、ことさらしたくない事を尊んで行ってしまうので
す。頭の中で正しい事をしている事が正しいと思うことをやめなけれ
ばいけません。クリスチャンは正しい事ができますが、正しい事をや
ろうとすることが間違っています。人は何かが出来て正しいから正し
いのではなく、全てにおいて正しい人はいないからです。聖書は語っ
ています。義人は一人もいないと。お互いに間違っていること認め合
いそれぞれ間違っているところは違うから、一つ体として補って一つ
になった時に正しい部分だけが練り合わされて素晴らしいキリストの
花嫁になるのが聖書の信仰です。岩の上に私は教会を立てると言った
のです。あなたはペテロです。あなたは石です。小さな石である私達
が罪人だと理解した人達が岩盤のように合わさった時にあなたの中に
残されている９８％の素晴らしさが大きな岩盤になり、ハデスの門も
打ち勝つことが出来ないと言ったのです。皆がいて初めて正義になる
のです。だから神様は一人の者を失ってはならないと言ったのです。
この世界は誰かが犠牲になればいいのですが、しかし、聖書の世界は
誰かを犠牲にするのでするのでなくイエス様自らが犠牲になりまし
た。この恵みをよく理解してください。

　異邦人の場合と対照的です。ルールを追い求めてみたのですが、人
間は誰かに律法を求めようとした時自分の律法を犯すのです。自分の

正義の為に相手の事を罰するという仕組みがパリサイ人だと言って
おりその行為は自分が正しいと思っているのです。私達は誰かを裁
く悪魔なのです。何故なら、神になろうとしているからです。悪魔
は元々存在しませんでした。天使が神になろうとしたからそれが悪
魔なのです。神様が不従順である人間を愛して、尊んで、そんなルー
ルを守らない人間を愛している行為に対して彼は怒ったのです。人
間のスキャンダルにつまずいたのです。イエスの時代のユダヤ人彼
らが行ったのは口伝律法 ( タルムート ) です。口から口へと伝えられ
ました。パウロもパリサイ人の一人として律法に熱心でした。律法
というルールは破りませんでした。伝承が伝わり、本質が無くなっ
てズレてしまい、これが罪だと言っています。聖書が伝えたいのは
ルールではなく愛です。殺してはならない、何故なら愛だからです。
盗んではならない、何故かというと愛だからです。私のほかに神が
あってはならない、何故かというと神と人間が愛し合っているから
です。あなたの父と母を敬え、両親と子どもは愛し合うべきだから
です。イエスキリストは言いました。心を尽くし、知力を尽くし、
思いを尽くし、あなたの神である主を愛しあなた自身を愛するよう
にあなたの隣人を愛しなさい。これが律法です。律法というのは愛
が分かっていれば行おうとします。愛じゃないとルールになってし
まいます。律法は人間に解決を与えません。法律はあなたに罪人だ
と教えるためです。私達は自分を愛するために相手のものを盗んで
います。それが人間で強盗です。法律は相手を裁くためにあるので
はなく自分が相手の為にどの様に生きるかの為にあるブレーキなの
です。パリサイ人やユダヤ人達は相手を裁く為に律法を使い聖書か
らズレました。

　もうすでに予言されていました。キリストが生まれる何百年も前
からイザヤ書を通してイスラエルの民はつまずくと書いています。
「つまずく」と訳されたギリシャ語は「スカンダロス」（「スキャンダル」
の語源）です。そして「つまずきの石」とはイエスキリストです。なぜ、
つまずくのか？それは私達が探しているのはイエスキリストではな
くスキャンダルだからです。イエスキリストを見ないでスキャンダ
ルを探しているのです。これがつまずきです。キリストの人生が彼
らにとって怒りであり、呪いであり欺きあり、偽りであり、裁きの
対象になりその言葉が英語になりスキャンダルになりました。ユダ
ヤ人にとってキリストの存在がスキャンダルだったのです。ルール
とは違ったのです。私達はルールに生きる事ではなく絶えず見出さ
なくてはいけないのは愛です。ルールを守っていない人を裁く行為
ではなくその人を愛して恵みに戻してあげることです。ズレた人を
戻すのはキリストの愛で十字架です。その愛を知った人は本当にそ
の犠牲を喜んで自らを罪人だと理解します。結果シオンに置かれた
石は礎となったのです。　「礎」はイエスキリストの別の呼称です。
その意味は、試みを経た石、堅く据えられた礎、尊いかしら石とい
うような意味があります。イエス様を見ず、人の問題を見、スキャ
ンダルを探す目線からイエス様に目を向けた時、イエス様の存在が
「つまずきの石」ではなく「礎の石」だということがわかります。

　私達が律法に生きるなら自らが滅びます。真実に生きるというこ
とはプライドが覆います。頑固に頑なにしてしまいます。あなたに
はプライドがありませんか？プライドは人から指摘された時に簡単
にはかれます。「あなたは間違っている」と言われると間違っている
と思えるでしょうか。神様の前では素直に罪を認められても、人前
では素直になれないことはありませんか？私達は不誠実です。つま
ずきは避けられない。つまずきを与える世は忌わしいものだ。しかし、
つまずかない者は幸いである。と書いています。神様はつまずくこ
とも、つまずきを与える事も、つまずいてしまう人も恵みからそれ
ていると言われます。全ての人が愛を保とうとすれば問題は無いの
です。クリスチャン同士が争う事もなく、クリスチャンが職場に行
けば奇跡が起きます。信仰は罪を示し結果、誠実の実を生み出します。
私達が神様に信頼して前に出ようとする時必ず実が結びます。落ち
葉拾いの人も種を蒔く人も信仰によって生きたわけです。荒れ果て
た地に種を蒔いて大地は必ず実を生じさせてくれると信じたのです。
貧しい人も収穫の中から、落ちた穂を食べたのです。信頼したのです。
だから、失望させられなかったのです。聖書は絶えず信頼という愛
によって関係が結ばれています。信頼に失望してはなりません。あ
なたの人生からルールを取って神様を信頼して誠実の実を実らせて
いきましょう！

「信頼する者へ」
～人生はパラドッグスである～　　　　　　　　　　　ローマ書９：３０～３３

２つの石 (３２～３３節 )

パラドッグス②(31節 )

パラドッグス①(３０節 )

信仰は罪を示し結果誠実の実を結ぶ


